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『その人らしい生活』を送ることができるように支援します

看護部 部長

近藤 幸子

●高齢者の自立支援・重度化防止のためのケアプランについ
　て、みなさまと一緒に考える研修会です
●事例を通して基本的な考え方や具体的な立案過程を学び
　ます
●リハビリテーション専門職とケアマネジャーをつなぐ、『施設間
　連絡票』に関する新しい取り組みをご紹介します

ケアマネジャーやリハビリテーション専門職をはじめ、高齢者のリ
ハビリテーションに関わるすべての方々のご参加をお待ちしてお
ります。参加をご希望の方は、下記までお申し込みください。

日　　時：平成30年12月16日（日）13：00～16：30
場　　所：沼津市大手町1-1-4 プラサヴェルデ
　　　　　301・302会議室
問合せ先：0558-83-2115
　　　　　地域連携課 井原・菊地

　記録的な暑さの毎日が続いた夏が過ぎ、やっと一息つける季節になり、看護部長就任後
2度目の秋を迎えました。この度、紙面をお借りして、皆様にご挨拶をさせて頂くことになりま
した。当センターは標高400メートルの高原に立地し、広い空と、明るい緑の木々、胸いっぱい
に深呼吸をしたくなる空気に包まれた所です。
　私たちは、病気やケガなどで、その人らしい生活が困難になった方々が、再び「その人らしい
生活」を送ることができるように、様々な専門職がチームで関わり、質の高いリハビリテーション
医療と支援の提供に努めております。その中で、患者さんの一番近い場所にいるのが、看護
職と介護職です。患者さんとご家族が、安心・安全に訓練に取り組むことができるよう、日々の
ケアを通して、患者さんの想いに寄り添い、身の回りの生活動作のできることを増やし、一日でも
早い回復に繋がるよう支援しています。
　就任して1年半、看護職員・介護職員がいつも学ぶ意欲を持ち、新しい情報に耳を傾け、医療の現場の変化に
真摯に取り組む姿勢を見ながら、自分の課せられた責任の重さを強く感じているところです。
　リハビリテーションは、急性期の病院から自宅へ戻るための準備段階として、とても大切な期間です。その大事な
時期に関わる者として、看護職員の教育・人材育成に力を入れ、看護の質の向上に貢献できるように努めて参りたい
と思います。今後ともよろしくお願い申し上げます。

『リハビリテーションの視点を導入した
ケアプラン作成モデル』研修会のご案内

中伊豆リハビリテーションセンター主催

体験型地域医療講演会のお知らせ
本年度は医療・リハビリテーションの視点から全４回の講演会を
実施いたします。講演会では皆様に実際に体験して
いただきながら参加していただければと思います。
皆様お誘い合わせの上、是非ご参加ください。

第１回目 終了「高齢者・障がい者の自動車運転について」

第2回目 終了「明日から始めるウォーキングー初級～中級編ー」

第3回目 「ストップNO卒中 脳卒中予防できることからはじめよう」
とき／11月25日（日） 時間：未定  ところ／伊豆市内会場を予定　

第4回目 「在宅における口腔管理と摂食嚥下」
とき／2月24日（日） 時間：未定  ところ／伊豆市内会場を予定

参 加 料 ：無料　　予約：不要
問い合わせ：地域連携課　0558-83-2１１１　井原・加納
　　　　　　ホームページ http://www.janrc.or.jp/news/index.html


